
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
2. 総務費 17.収納システム事業

2. 徴税費

2. 賦課徴収費 収税課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 補助 0 11,238 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

11,238 11,238

　収税課では、各金融機関等で納付された税金の収納デ 　新しいシステムで確実な収納管理を行うとともに、収 　確実な収納管理を行うとともに、収納事務の効率化が

ータを確認し、適正な収納管理を行っている。 納事務の見直しにより、効率化及び安全性の向上を図る。 図れる。

　平成23年度から24年度にかけて住民情報システムの再構築を行い、平

成24年7月から新しい税システムによる収納管理を行う予定である。こ

れにより確実な収納業務の実施や事務の見直しによる安全性の向上と効

率化を図る。

　平成24年7月から税の賦課徴収システムが変更 　平成24年7月から税の賦課徴収システムが変更 収納データＯＣＲ読取委託料については、経常経

になる予定だが、円滑に移行できるよう努める。 になる予定であり、7月以降は新しいシステムで収納管理を行う。 費から臨時経費へ移動。

　また、コンビニ収納の実施について調整を進めていく。

13 11,238 0 11,238

差引一般財源 11,238 0 11,238


